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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　被検者の第１呼吸パラメータを取得する第１パラメータ取得部と、
　前記被検者の第２呼吸パラメータを取得する第２パラメータ取得部と、
　第１座標軸と第２座標軸を有するとともに前記第１呼吸パラメータと前記第２呼吸パラ
メータの関係を示すチャートを前記表示部に表示する表示制御部とを備え、
　前記チャートは、
　　前記第１座標軸と前記第２座標軸が、それぞれ第１呼吸周期における前記第１呼吸パ
ラメータと前記第２呼吸パラメータを示す第１領域と、
　　前記第１座標軸と前記第２座標軸が、それぞれ前記第１呼吸周期に後続する第２呼吸
周期における前記第１呼吸パラメータと前記第２呼吸パラメータを示す第２領域を含み、
　　前記第２領域は、所定の方向において前記第１領域に隣接している、表示装置。
【請求項２】
　被検者の呼気期間と吸気期間を検知する検知部を備え、
　前記表示制御部は、前記第１領域と前記第２領域の各々において、前記呼気期間におけ
る前記関係を示すチャートと前記吸気期間における前記関係を示すチャートが前記所定の
方向に隣接するように、前記表示部に表示させる、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記呼気期間に対応する前記チャートにおける前記所定の方向に沿う前記第１呼吸パラ
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メータの値の変化は、前記吸気期間に対応する前記チャートにおける前記所定の方向に沿
う前記第１呼吸パラメータの値の変化と逆である、請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第１呼吸周期と前記第２呼吸周期の各継続時間を計時するタイマを備え、
　前記表示制御部は、前記第１領域と前記第２領域のそれぞれにおいて、前記継続時間に
対応する情報を表示する、請求項１から３のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記継続時間が所定の閾値を上回った場合、前記表示制御部は、当該継続時間に対応付
けられた前記チャートの表示態様を変更する、請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記閾値は、前記被検者が無呼吸状態にあると判断される値である、請求項５に記載の
表示装置。
【請求項７】
　前記所定の方向は右方向である、請求項１から６のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記第１呼吸パラメータと前記第２呼吸パラメータは、被検者の呼吸気中の二酸化炭素
濃度、被検者の呼吸による換気量、および被検者の呼吸気圧より選ばれた２つである、請
求項１から７のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項９】
　被検者の第１呼吸パラメータを取得し、
　前記被検者の第２呼吸パラメータを取得し、
　第１座標軸と第２座標軸を有するとともに前記第１呼吸パラメータと前記第２呼吸パラ
メータの関係を示すチャートを表示し、
　前記チャートは、
　　前記第１座標軸と前記第２座標軸が、それぞれ第１呼吸周期における前記第１呼吸パ
ラメータと前記第２呼吸パラメータを示す第１領域と、
　　前記第１座標軸と前記第２座標軸が、それぞれ前記第１呼吸周期に後続する第２呼吸
周期における前記第１呼吸パラメータと前記第２呼吸パラメータを示す第２領域を含み、
　　前記第２領域は、所定の方向において前記第１領域に隣接している、表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検者より取得した複数の呼吸パラメータ同士の関係を表示する装置および
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の装置として、被検者の呼吸気中の二酸化炭素濃度を第１座標軸にとり、被検者
の呼吸による換気量を第２座標軸にとり、第１座標軸と第２座標軸により形成される座標
平面上に両者の関係を示すパターンを表示するものが知られている（例えば、特許文献１
を参照）。当該装置によれば、表示されたパターンの形状から被検者の肺の状態を診断で
きる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－４５５９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の二酸化炭素濃度と換気量の関係を示すパターンは、被検者の呼吸周期（一度の呼
気と一度の吸気からなる周期）ごとに閉じるヒステリシスループを形成する。したがって
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、次の呼吸周期について当該関係を表示するためには、先に形成されたヒステリシスルー
プを消去して新たなヒステリシスループの表示を開始するか、先に形成されたヒステリシ
スループに上書きするように新たなヒステリシスループを表示する必要がある。そのため
、当該関係のトレンド（呼吸周期ごとの変化）を把握しにくく、医療従事者に負担が生じ
ている。
【０００５】
　よって本発明は、複数の呼吸パラメータ同士の関係を表示するにあたり、医療従事者の
負担を軽減する技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するために、本発明がとりうる第１の態様は、表示装置であって、
　表示部と、
　被検者の第１呼吸パラメータを取得する第１パラメータ取得部と、
　前記被検者の第２呼吸パラメータを取得する第２パラメータ取得部と、
　第１座標軸と第２座標軸を有するとともに前記第１呼吸パラメータと前記第２呼吸パラ
メータの関係を示すチャートを前記表示部に表示する表示制御部とを備え、
　前記チャートは、
　　前記第１座標軸と前記第２座標軸が、それぞれ第１呼吸周期における前記第１呼吸パ
ラメータと前記第２呼吸パラメータを示す第１領域と、
　　前記第１座標軸と前記第２座標軸が、それぞれ前記第１呼吸周期に後続する第２呼吸
周期における前記第１呼吸パラメータと前記第２呼吸パラメータを示す第２領域を含み、
　　前記第２領域は、所定の方向において前記第１領域に隣接している。
【０００７】
　上記の目的を達成するために、本発明がとりうる第２の態様は、表示方法であって、
　被検者の第１呼吸パラメータを取得し、
　前記被検者の第２呼吸パラメータを取得し、
　第１座標軸と第２座標軸を有するとともに前記第１呼吸パラメータと前記第２呼吸パラ
メータの関係を示すチャートを表示し、
　前記チャートは、
　　前記第１座標軸と前記第２座標軸が、それぞれ第１呼吸周期における前記第１呼吸パ
ラメータと前記第２呼吸パラメータを示す第１領域と、
　　前記第１座標軸と前記第２座標軸が、それぞれ前記第１呼吸周期に後続する第２呼吸
周期における前記第１呼吸パラメータと前記第２呼吸パラメータを示す第２領域を含み、
　　前記第２領域は、所定の方向において前記第１領域に隣接している。
【０００８】
　このような構成によれば、医療従事者は、被検者の呼吸状態を示す複数の呼吸パラメー
タ同士の関係のトレンドを容易に把握できる。したがって、医療従事者に生じる負担を軽
減できる。
【０００９】
　被検者の呼気期間と吸気期間を検知する検知部を備える構成としてもよい。この場合、
前記表示制御部は、前記第１領域と前記第２領域の各々において、前記呼気期間における
前記関係を示すチャートと前記吸気期間における前記関係を示すチャートが前記所定の方
向に隣接するように、前記表示部に表示させる。
【００１０】
　前記呼気期間に対応する前記チャートにおける前記所定の方向に沿う前記第１呼吸パラ
メータの値の変化は、前記吸気期間に対応する前記チャートにおける前記所定の方向に沿
う前記第１呼吸パラメータの値の変化と逆であることが好ましい。
【００１１】
　例えば、呼気期間に対応するチャートにおいて第１呼吸パラメータの値が所定の方向に
減少する場合、吸気期間に対応するチャートにおいては、第１呼吸パラメータの値は所定
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の方向に増加する。逆に、呼気期間に対応するチャートにおいて第１呼吸パラメータの値
が所定の方向に増加する場合、吸気期間に対応するチャートにおいては、第１呼吸パラメ
ータの値は所定の方向に減少する。このような表示態様によれば、表示されるチャートは
、医療従事者が通常見慣れている生体信号の経時変化を示す波形に似たものとなる。これ
により、医療従事者は、被検者の呼吸状態を示す複数の呼吸パラメータ同士の関係のトレ
ンドをより直感的に把握できる。したがって、医療従事者に生じる負担を軽減できる。
【００１２】
　前記第１呼吸周期と前記第２呼吸周期の各継続時間を計時するタイマを備える構成とし
てもよい。この場合、前記表示制御部は、前記第１領域と前記第２領域のそれぞれにおい
て、前記継続時間に対応する情報を表示する。
【００１３】
　第１呼吸パラメータと第２呼吸パラメータをそれぞれ第１座標軸と第２座標軸に対応さ
せる場合、座標平面に表示されるチャートそれ自体は、呼吸周期の継続時間に係る厳密な
値を情報として含んでいない。一方で、呼吸周期の継続時間は、被検者の呼吸障害などを
把握する上で重要なパラメータである。
【００１４】
　上記の構成によれば、呼吸周期ごとの継続時間を示す情報が第１領域と第２領域内に表
示されるため、医療従事者は、被検者の呼吸状態を示す複数の呼吸パラメータ同士の関係
のトレンドだけでなく、重要なパラメータである呼吸周期の継続時間も容易に把握できる
。したがって、医療従事者に生じる負担を軽減できる。
【００１５】
　前記継続時間が所定の閾値を上回った場合、前記表示制御部は、当該継続時間に対応付
けられた前記チャートの表示態様を変更する構成としてもよい。
【００１６】
　計時された呼吸周期の継続時間が所定の閾値を上回る事実は、被検者に何らかの呼吸障
害が発生している事態を示唆しうる。上記の構成によれば、そのような事態が生じたと思
われる呼吸周期を特定して報知できる。医療従事者は、当該報知を受けてそのような事態
を容易に把握できる。したがって、医療従事者に生じる負担を軽減できる。
【００１７】
　例えば、前記閾値は、前記被検者が無呼吸状態にあると判断される値とされうる。
【００１８】
　この場合、医療従事者は、上記の報知を受けて被検者に対して迅速な対応をとることが
できる。したがって、医療従事者に生じる負担を軽減できる。
【００１９】
　例えば、前記所定の方向は右方向とされうる。
【００２０】
　この場合、表示されるチャートは、医療従事者が通常見慣れている生体信号の経時変化
を示す波形に似たものとなる。これにより、医療従事者は、被検者の呼吸状態を示す複数
の呼吸パラメータ同士の関係のトレンドをより直感的に把握できる。したがって、医療従
事者に生じる負担を軽減できる。
【００２１】
　例えば、前記第１呼吸パラメータと前記第２呼吸パラメータは、被検者の呼吸気中の二
酸化炭素濃度、被検者の呼吸による換気量、および被検者の呼吸気圧より選ばれた２つと
されうる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の一実施形態に係る表示装置の構成を示す機能ブロック図である。
【図２】表示装置が備える表示部に表示されるチャートの一例を示す図である。
【図３】表示部に表示されるチャートの別例を示す図である。
【図４】表示部に表示されるチャートの別例を示す図である。
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【図５】表示部に表示されるチャートの別例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明に係る実施形態の例を添付の図面を参照しつつ以下詳細に説明する。
【００２４】
　図１は、本発明の一実施形態に係る表示装置１の構成を示す機能ブロック図である。表
示装置１は、例えばカプノメータである。表示装置１は、表示部１０、第１パラメータ取
得部１１、第２パラメータ取得部１２、および表示制御部１３を備えている。
【００２５】
　表示部１０は、視覚を通じて医療従事者に情報を伝達可能とされた画面を有している。
「画面」という語は、ディスプレイに表示されたアプリケーションウィンドウも含む意味
である。
【００２６】
　第１パラメータ取得部１１は、被検者２の第１呼吸パラメータを取得する。第１呼吸パ
ラメータの例としては、被検者２の呼吸による換気量が挙げられる。この場合、第１パラ
メータ取得部１１は、例えばフローセンサとして構成される。
【００２７】
　第２パラメータ取得部１２は、被検者２の第２呼吸パラメータを取得する。第２呼吸パ
ラメータの例としては、被検者２の呼吸気中の二酸化炭素濃度が挙げられる。この場合、
第２パラメータ取得部１２は、例えば呼吸ガスセンサとして構成される。
【００２８】
　表示制御部１３は、第１パラメータ取得部１１が取得した第１呼吸パラメータと第２パ
ラメータ取得部１２が取得した第２呼吸パラメータに基づき、第１呼吸パラメータと第２
呼吸パラメータの関係を示すチャートを表示部１０に表示する。
【００２９】
　図２の（ａ）にそのようなチャートの一例であるＣＯ２－Ｖｏｌｕｍｅ曲線（ＣＶ曲線
）を示す。表示部１０は、第１座標軸と第２座標軸により形成される座標平面を含む。第
１座標軸の一例としての横軸は、第１呼吸パラメータの一例としての換気量（Ｖｏｌｕｍ
ｅ）を示す。第２座標軸の一例としての縦軸は、第２呼吸パラメータの一例としての二酸
化炭素濃度を示す。表示制御部１３は、同一時点における換気量と二酸化炭素濃度の取得
値を座標平面上にプロットする。
【００３０】
　呼吸に伴うプロット位置の推移を記録していくと、一度の呼気と吸気からなる一呼吸周
期ごとにヒステリシスループ状のＣＶ曲線が形成される。実線は呼気時におけるプロット
位置の推移を示し、破線は吸気時におけるプロット位置の推移を示す。
【００３１】
　図中に示したＩ～IVの文字は、チャート中における各領域がカプノグラムにおける第Ｉ
～IV相に対応していることを示す。第Ｉ相は、死腔ガス排出により形成される相であり、
二酸化炭素濃度の上昇はほとんど生じない。第II相は、末梢気管支レベルの呼気ガス排出
により形成される相であり、二酸化炭素濃度の急激な上昇が確認される。第III相は、肺
胞レベルの呼気ガス排出により形成される相であり、換気量の増大に伴う二酸化炭素濃度
の上昇は緩やかとなる。第IV相は、吸気により形成される相である。第II相や第III相に
おけるプロット軌跡の勾配から被検者の肺の状態を診断できることが知られている。
【００３２】
　図２の（ｂ）に示すように、表示制御部１３は、表示部１０の左右方向に複数のチャー
ト表示領域を並べて表示する。当該複数のチャート表示領域の各々には、呼吸周期ごとの
ＣＶ曲線が表示される。図中の最も左側に配置されたチャート表示領域１０ａ（第１表示
領域の一例）とその右側（所定の方向の一例）において隣接するチャート表示領域１０ｂ
（第２表示領域の一例）を例にとり、詳しく説明する。
【００３３】
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　チャート表示領域１０ａにおいては、横軸と縦軸が、それぞれある呼吸周期（第１呼吸
周期）における換気量と二酸化炭素濃度を示す。チャート表示領域１０ｂにおいては、横
軸と縦軸が、それぞれ第１呼吸周期に後続する呼吸周期（第２呼吸周期）における換気量
と二酸化炭素濃度を示す。チャート表示領域１０ａにおいては、第１呼吸周期におけるＣ
Ｖ曲線２１が表示されている。チャート表示領域１０ｂにおいては、第２呼吸周期におけ
るＣＶ曲線２２が表示されている。
【００３４】
　同様にして、後続する呼吸周期ごとに得られるＣＶ曲線が次々と右側に隣接するように
表示される。このような構成によれば、医療従事者は、被検者の呼吸状態を示すＣＶ曲線
のトレンド（呼吸周期ごとの変化）を容易に把握できる。したがって、医療従事者に生じ
る負担を軽減できる。
【００３５】
　図１に示すように、表示装置１は、検知部１４をさらに備える構成としてもよい。検知
部１４は、第１パラメータ取得部１１が取得した第１呼吸パラメータの値と第２パラメー
タ取得部１２が取得した第２呼吸パラメータの値に基づいて、被検者２の呼気期間と吸気
期間を検出する。
【００３６】
　例えば、フローセンサにより検出される患者からの換気量が増大から減少に転ずること
により、呼気期間から吸気期間に移行したことが認識されうる。また呼吸気ガスセンサに
より検出される二酸化炭素濃度が増大から減少に転ずることにより、呼気期間から吸気期
間に移行したことが認識されうる。また、これらの値が減少から増大に転ずることにより
、吸気期間から呼気期間に移行したこと、すなわち次の呼吸周期へ移行したことが認識さ
れうる。検知部１４は、取得された換気量と二酸化炭素濃度の少なくとも一方に基づいて
、呼気期間から吸気期間への移行、および吸気期間から呼気期間への移行（次の呼吸周期
への移行）を検出する。
【００３７】
　この場合、表示制御部１３は、検知部１４の検出結果に基づいて第１呼吸パラメータと
第２呼吸パラメータの関係を示すチャートを表示部１０に表示する。図３の（ａ）にその
ようなチャートの一例を示す。
【００３８】
　図２の（ｂ）に示したチャートと同様に、表示制御部１３は、表示部１０の左右方向に
複数の領域を並べて表示する。当該複数の領域の各々には、呼吸周期ごとのＣＶ曲線が表
示される。しかしながら本例においては、ＣＶ曲線の表示態様が図２の（ｂ）に示した例
とは異なっている。図中の最も左側に配置されたチャート表示領域１０ａとその右側にお
いて隣接するチャート表示領域１０ｂを図３の（ｂ）に拡大して示し、詳しく説明する。
【００３９】
　表示制御部１３は、チャート表示領域１０ａ（第１領域の一例）とチャート表示領域１
０ｂ（第２領域の一例）の各々において、呼気期間に対応するＣＶ曲線と吸気期間に対応
するＣＶ曲線を、左右方向に隣接するように表示する。
【００４０】
　具体的には、表示制御部１３は、検知部１４により検出された呼気期間から吸気期間へ
の移行のタイミングで、チャート表示領域１０ａを左右方向に並ぶサブ領域１０ａ１、１
０ａ２に分割する。そして表示制御部１３は、第１呼吸周期の呼気期間に対応するＣＶ曲
線２１ａを左側のサブ領域１０ａ１に表示し、第１呼吸周期の吸気期間に対応するＣＶ曲
線２１ｂを右側のサブ領域１０ａ２に表示する。ＣＶ曲線２１ｂは、ＣＶ曲線２１ａの右
側において隣接する。
 
【００４１】
　したがって、左側のサブ領域１０ａ１においては換気量の値が右側に向かって増加する
のに対し、右側のサブ領域１０ａ２においては換気量の値が右側に向かって減少する。左
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側のサブ領域１０ａ１における横軸が呼気量を示すものととらえ、右側のサブ領域１０ａ
２における横軸が吸気量を示す。なお換気量の値は呼吸周期毎に異なるため、横軸の長さ
は呼吸周期毎に変化する。
 
【００４２】
　同様に、表示制御部１３は、検知部１４により検出された呼気期間から吸気期間への移
行のタイミングで、チャート表示領域１０ｂを左右方向に並ぶサブ領域１０ｂ１、１０ｂ
２に分割する。そして表示制御部１３は、第２呼吸周期の呼気期間に対応するＣＶ曲線２
２ａを左側のサブ領域１０ｂ１に表示し、第２呼吸周期の吸気期間に対応するＣＶ曲線２
２ｂを右側のサブ領域１０ｂ２に表示する。ＣＶ曲線２２ａは、ＣＶ曲線２１ｂの右側に
おいて隣接し、ＣＶ曲線２２ｂは、ＣＶ曲線２２ａの右側において隣接する。
【００４３】
　さらに同様にして、後続する呼吸周期ごとに得られる呼気期間に対応するＣＶ曲線と吸
気期間に対応するＣＶ曲線が、次々と右側に隣接するように表示される。結果として図３
の（ａ）に示すようなチャートが医療従事者に提示される。
【００４４】
　このような表示態様によれば、表示されるＣＶ曲線は、医療従事者が通常見慣れている
カプノグラム（二酸化炭素濃度などの経時変化を示す波形）に似たものとなる。これによ
り、医療従事者は、被検者の呼吸状態を示すＣＶ曲線のトレンド（呼吸周期ごとの変化）
をより直感的に把握できる。したがって、医療従事者に生じる負担を軽減できる。
【００４５】
　図１に示すように、表示装置１は、タイマ１５を備える構成としてもよい。タイマ１５
は、被検者２の各呼吸周期の継続時間を計時する。計時にあたっては、例えば、第１パラ
メータ取得部１１が取得した第１呼吸パラメータの値と第２パラメータ取得部１２が取得
した第２呼吸パラメータの値の少なくとも一方が初期値に達した時点を各呼吸周期の境界
と定めることができる。また検知部１４による呼気期間と吸気期間の検出結果を利用して
もよい。
【００４６】
　この場合、表示制御部１３は、左右方向に並べられた各チャート表示領域において、タ
イマ１５が計時した呼吸周期の継続時間に対応する情報を表示する。また表示制御部１３
は、計時された継続時間が所定の閾値を上回った場合、当該継続時間に対応付けられたチ
ャートの表示態様を変更する。表示態様の具体例を図４の（ａ）～（ｃ）および図５の（
ａ）と（ｂ）に示す。各例において、４呼吸周期分に対応するチャート表示領域１０ａ～
１０ｄが左右方向に並ぶように表示部１０に表示されている。
【００４７】
　図４の（ａ）と（ｂ）に示す例においては、タイマ１５による計時結果を数値で示す指
標３１～３４が、それぞれチャート表示領域１０ａ～１０ｄ内に表示されている。例えば
チャート表示領域１０ｂ内に表示された指標３２は、呼吸周期の継続時間が５．９秒であ
り、うち呼気期間が３．９秒、吸気期間が２．０秒であることを示している。
【００４８】
　図４の（ａ）に示す例と図４の（ｂ）に示す例とでは、タイマ１５により計時された呼
吸周期の継続時間が所定の閾値を上回った場合の表示態様が異なる。本例において所定の
閾値は２０秒に設定されている。チャート表示領域１０ｄに対応する呼吸周期の継続時間
が２１秒であり、当該閾値を上回っていることが判る。表示制御部１３は、当該継続時間
に対応付けられたチャート表示領域１０ｄの表示態様を変化させる。
【００４９】
　図４の（ａ）に示す例においては、チャート表示領域１０ｄ全体の色が他のチャート表
示領域１０ａ～１０ｃとは相違するように変更される。図４の（ｂ）に示す例においては
、チャート表示領域１０ｄ内に表示されている指標３４の色が他の指標３１～３３とは相
違するように変更される。
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【００５０】
　図４の（ｃ）に示す例においては、タイマ１５による計時結果を円グラフで示す指標４
１～４４が、それぞれチャート表示領域１０ａ～１０ｄ内に表示されている。各指標４１
～４４において、円グラフの上方には計時結果が数値で示されている。また各指標４１～
４４の円グラフには、所定の閾値を示すマークが付与されている。
【００５１】
　本例において所定の閾値は２０秒に設定されている。チャート表示領域１０ｄに対応す
る呼吸周期の継続時間が２１秒であり、当該閾値を上回っていることが判る。表示制御部
１３は、当該継続時間に対応付けられたチャート表示領域１０ｄの表示態様を変化させる
。具体的には、指標４４の円グラフの一部の色が他の指標４１～４３とは異なるように変
更される。
【００５２】
　図５の（ａ）に示す例においては、タイマ１５が計時した呼吸周期の継続期間に対応す
る情報として、各チャート表示領域１０ａ～１０ｄの色が変更される。本例においては、
継続期間が１０秒未満の場合は青、１０秒以上２０秒未満の場合は緑、２０秒以上３０秒
未満の場合は黄、３０秒以上４０秒未満の場合は橙、４０秒以上の場合は赤で表示がなさ
れる。継続期間の閾値は、上記と同様に２０秒に設定されている。呼吸周期の継続期間が
２０秒を上回るチャート表示領域は、より注意を引く色で表示がなされる。
【００５３】
　具体的には、チャート表示領域１０ａ、１０ｂに対応する呼吸周期の継続期間は１０秒
未満であるため、当該領域は青色で表示されている。チャート表示領域１０ｃに対応する
呼吸周期の継続期間は１０秒以上２０秒未満であるため、当該領域は緑色で表示されてい
る。チャート表示領域１０ｄに対応する呼吸周期の継続期間は４０秒以上であるため、当
該領域は赤色で表示されている。
【００５４】
　図５の（ｂ）に示す例においては、タイマ１５が計時した呼吸周期の継続期間に対応す
る情報として、チャート表示領域１０ａ～１０ｄにそれぞれ表示されているＣＶ曲線２１
～２４自体の色が変更される。継続期間と色の対応は、図５の（ａ）に示す例と同様であ
る。
【００５５】
　具体的には、チャート表示領域１０ａ、１０ｂに対応する呼吸周期の継続期間は１０秒
未満であるため、ＣＶ曲線２１、２２は、全体が青色で表示されている。チャート表示領
域１０ｃに対応する呼吸周期の継続期間は１０秒以上２０秒未満であるため、ＣＶ曲線２
３は、途中で青から緑に色が変化する。チャート表示領域１０ｄに対応する呼吸周期の継
続期間は４０秒以上であるため、ＣＶ曲線２４は、途中で青から緑、黄、橙、赤へと色が
変化する。医療従事者は、ＣＶ曲線のどの部分がどの継続時間帯に属しているかを容易に
把握できる。
【００５６】
　表示制御部１３により表示されるＣＶ曲線それ自体は、呼吸周期の継続時間に係る厳密
な値を情報として含んでいない。すなわち、表示部１０に表示されるチャートは、右に向
かうほど時間的に新しいデータである旨を知ることができるものの、横軸はあくまで換気
量を示しているため、各呼吸周期の継続時間を正確に知ることはできない。一方で、呼吸
周期の継続時間は、被検者の呼吸障害などを把握する上で重要なパラメータである。
【００５７】
　上記の各例に示す構成によれば、呼吸周期ごとの継続時間を示す情報が各チャート表示
領域内に表示されるため、医療従事者は、被検者の呼吸状態を示すＣＶ曲線のトレンド（
呼吸周期ごとの変化）だけでなく、重要なパラメータである呼吸周期の継続時間も容易に
把握できる。したがって、医療従事者に生じる負担を軽減できる。
【００５８】
　計時された呼吸周期の継続時間が所定の閾値を上回る事実は、被検者２に何らかの呼吸
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思われる呼吸周期を特定して報知できる。医療従事者は、当該報知を受けてそのような事
態を容易に把握できる。したがって、医療従事者に生じる負担を軽減できる。
【００５９】
　例えば、閾値は被検者２が無呼吸状態にあると判断される値として設定されうる。
【００６０】
　この場合、医療従事者は、上記の報知を受けて被検者２に対して迅速な対応をとること
ができる。したがって、医療従事者に生じる負担を軽減できる。
【００６１】
　上記の実施形態は本発明の理解を容易にするためのものであって、本発明を限定するも
のではない。本発明は、その趣旨を逸脱することなく変更・改良され得ると共に、本発明
にはその等価物が含まれることは明らかである。
【００６２】
　図４および図５を参照して説明した呼吸周期の継続時間に対応する情報の表示は、図２
を参照して説明したＣＶ曲線の表示態様にも適用可能である。
【００６３】
　上記の実施形態においては、第１呼吸パラメータとして換気量が選択され、第２呼吸パ
ラメータとして二酸化炭素濃度が選択されている。しかしながら、被検者の呼吸による換
気量、被検者の呼吸気中の二酸化炭素濃度、および被検者の呼吸気圧から２つが選択され
る限りにおいて、第１呼吸パラメータと第２呼吸パラメータは任意に定められうる。
【００６４】
　上記の実施形態においては、各チャート表示領域が左右方向に並ぶように表示部１０に
表示され、より新しいチャートはより古いチャートの右側に隣接するように配置される。
このような構成によれば、通常の生体信号表示装置と同様の表示態様となるため、医療従
事者が被検者の呼吸状態のトレンドを直感的に把握しやすい。しかしながら、例えば各チ
ャート表示領域が上下方向に並ぶように表示部１０に表示され、より新しいチャートはよ
り古いチャートの下側に隣接するように配置されてもよい。
【００６５】
　上記の実施形態においては、表示部１０、第１パラメータ取得部１１、第２パラメータ
取得部１２、表示制御部１３、検知部１４、およびタイマ１５が、同一の表示装置１内に
収容されている。しかしながら、全体として表示装置１の機能を実現しうる限りにおいて
、上記要素の少なくとも１つは、別装置内に配置されていてもよい。
【符号の説明】
【００６６】
　１：表示装置、１０：表示部、１０ａ～１０ｄ：チャート表示領域、１１：第１パラメ
ータ取得部、１２：第２パラメータ取得部、１３：表示制御部、１４：検知部、１５：タ
イマ、２１～２４：ＣＶ曲線、３１～３４：指標、４１～４４：指標
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